北琉球奄美大島湯湾方言の動詞形態論 by 新永 悠人
北琉球奄美大島湯湾方言の動詞形態論
著者 新永 悠人
出版者 法政大学沖縄文化研究所
雑誌名 琉球の方言
巻 39
ページ 49-74
発行年 2015-03-31
URL http://hdl.handle.net/10114/11798
− 49 −
北琉球奄美大島湯湾方言の動詞形態論
新　永　悠　人
要旨
　北琉球奄美大島湯湾方言（以下、湯湾方言）の動詞形態論は以下の2つの特徴を持つ。
・それぞれの動詞形態素が多様な異形態を持つ（即ち、形態音韻的交替が豊富である）。
・ 語末に立つ接辞において、語根にそれを後接させるだけで語を閉じることのできる接辞
と、できない接辞が存在する。
　前者はそれぞれの動詞形態素の基底形と表層形の乖離につながり、後者は形態素同士の
組み合わせの複雑さにつながる。本稿は、両者を理解しやすい形で記述することを主な目
的とする。従って、個々の接辞の機能に関する詳細な説明は別稿に譲る。
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１．湯湾方言の概要
　湯湾方言は鹿児島県大島郡宇検村の湯湾集落で話されており、系統的には奄美大島で話
されている他の方言、および徳之島で話されている方言と共に「狭義の奄美方言」（上村・
須山 1993：390）に分類される。以下の図に湯湾集落の所在地を示した｡1
　以下、§１.１で湯湾方言の音韻論の概要を、§１.２で動詞形態論の概要を示す。なお、
本稿では、語の語彙的意味を示す単一の形態素を「語根」と呼び、語根に（任意の数の）
派生接辞がついたものを「語幹」、語幹に屈折接辞が付いて自立形式となったものを「語」
と呼ぶことにする。
１.１.　湯湾方言の音韻論
　§１.１.１で音素目録と音節構造を、§１.１.２で一般音韻規則を示す。
１.１.１.　音素目録と音節構造
　湯湾方言には、母音音素が６個（但し、借用語にのみ現れる/e/を入れると７個）、子音
音素は22個存在する。阻害音には有声と無声の対立が存在する。湯湾方言の音節構造は以
下の通りである。C１には全ての子音、Gには/j/と/w/、V１には全ての母音、V２にはV１と
同じ母音（または/i/）、C２には語末では/n/、語末以外では/r/と/h/と喉頭化音以外の子
音が入る。子音連続は、同じ子音の連続（重子音）か、一つ目の子音が鼻音になる。モー
ラ（μ）を担えるのはV１、V２、C２のみである。１音節中には母音（V１）の存在が義務的
である。
1　 これらの地図はフリーソフト「白地図MapMap（Ver 6.0）」で作成した地図画像を筆者が編集したもの
である。
奄美大島 湯湾
徳之島
喜界島
奄美大島
沖縄本島
宮古島
図１　琉球列島 図２　奄美大島周辺
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（１-１）湯湾方言の音節構造
（V２）
（C１ （G）） V１ or
（C２）
- - μ μ
表１　母音音素目録
前 中央 後
高 i ɨ u
中 （e） ə [ɜ] o [o]
低 a [ɑ]
表２　子音音素目録
両唇 歯茎 硬口蓋 軟口蓋 声門
破裂音 無声 非喉頭化 p[pʔ] 2 t k
喉頭化 tʔ kʔ
有声 b d g
破擦音 無声 非喉頭化 c[ts~tɕ]
喉頭化 cʔ[tʔs~tʔɕ]
摩擦音 無声 s[s~ɕ] h
有声 z[z~ʑ]
鼻音 非喉頭化 m n
喉頭化 mʔ nʔ
接近音 非喉頭化 w j
喉頭化 wʔ jʔ
弾き音 r[ɾ]
　2
2　 喉頭化・非喉頭化の対立は語頭においてのみ生じるが、語頭に喉頭化音を持つ語彙は非常に少ない。
従って、語彙の点から考えて、喉頭化音は有標である。一方、湯湾方言の無声両唇音には喉頭化と非
喉頭化の対立が無い。従って、湯湾方言の無声両唇音は常に喉頭化した［pʔ］として実現するが、音韻
的には（有標の音素のみが存在するのは不自然な解釈となるので）無標の/p/として解釈する。
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１.１.２．一般音韻規則
　湯湾方言には以下の５つの一般音韻規則がある。一般音韻規則は（形態音韻規則とは異
なり）形態素の情報に依らずに適用される。
（１-２）湯湾方言の音韻規則（A、B、Cの規則は義務的、DとEの規則は傾向）
A.　削除 ： //i//の直前では、//r//または//w//は削除される。 
（例：ar-i（在る-NPST）> /ai/；koow-i=n（買う-INF=ADD）> /
kooin/）
B. 　破擦音化 ： //i//または//j//の直前では、//t//は/c/として実現する。 
（例：ut-i（打つ-INF）> /uci/；ut-jaa（打つ-FN）> /ucjaa/）
C.　挿入 ： 音節構造から許容されない子音連続が生じた場合、形態素境界に/u/が
挿入される。 
（例：mun=n（もの=ADD）> /munun/；mun-kkwa（もの-DIM）> /
munukkwa/）
D.　無声化 ： 有声の重子音は、無声化されやすい。 
（例：ar-ba（在る-CSL）> /appa/3）
E.　削除 ： 母音（または直後に母音を伴わない子音）の直前では、長母音は短くな
りやすい。 
（例：koow-i（買う-INF）> /koi/4 ；attaa=n（あの人たち=ADD）> /
attan/）
１.２．湯湾方言の動詞形態論
　湯湾方言の動詞の構造を（１-３）に示す。湯湾方言の動詞は必ず語根から始まり、屈
折接辞で閉じられる。両者の間にある接辞は（-an（NEG）と-tar（PST）を除けば）常に
派生接辞であり、語を閉じる上では非義務的な存在である（但し、一部の屈折接辞の前では、
義務的な存在になるものもある。詳しくは§４.２を参照）。接辞は（１-３）に示した順序
で並ぶことができる。大カッコは、-jur（UMRK）がその上側の４種の接辞とは共起しな
いことを示す。その他の共起できない接辞同士の組み合わせは（１-４）に示した。
3　厳密には、ar-ba（在る-CSL）> //abba//という形態音韻規則（§４.１.４）を経てから無声化する。
4　厳密には、koow-i（買う-INF）> //koo-i//という音韻規則（１-２ A）を経てから母音が短くなる。
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（１-３）湯湾方言の動詞の構造
語根 -as -arɨr -tuk -arɨr -tur -jawur -an -təər -tar -屈折接辞
CAUS PASS PRPR CAP PROG POL NEG RSL PST
-jur
UMRK
（１-４）不可能な組み合わせ
a. *-arɨr（PASS） + -arɨr（CAP） b. *-arɨr（PASS） + -jur（UMRK）
c. *-tuk（PRPR） + -tur（PROG） d. *-tuk（PRPR） + -tar（PST）
e. *-jawur（POL） + -təər（RSL）
２．先行研究とその問題点
　湯湾方言の動詞形態論を記述した先行研究には内間ほか（1976）とNiinaga（2010）の２
つがある。動詞形態論の形式的側面に関しては、両者とも動詞接辞を網羅的に挙げている
点で高く評価できるが、前者は動詞語根の分析に問題があり、後者は動詞の音韻形態論の
記述が不十分である。両者の欠点を補ったものとして、Niinaga（2014）があり、本稿の記
述と分析は全て本書に依拠する。
　内間ほか（1976：75, 78）では、動詞を語幹と語尾に分け、さらに語幹を以下のように
分析している（表の体裁は引用者による。形態素のグロスは本稿のラベルに統一した）。
表３　内間ほか（1976）の動詞の分析5
語基 語幹派生接尾辞 語尾
例：「書く」
基本語基：kak -Ø oo（INT）, ɨ（IMP）, etc.
連用語基：kakj -ur１（UMRK） i２（NPST）, oo（SUPP）, etc.
音便語基：kacj -ɨ/-i（SEQ）5, -a（PST）, -ur２（PROG）, etc. i２（NPST）, n（PTCP）, etc.
　6
5　 内間ほか（1976：76）の「注」に挙げられた「音韻交替」を見る限り、表３の形式は表層形に限りな
く近い基底形と考えられる。
6　 内間ほか（1976：91−92）には「iとï［本稿のɨ］を
ママ
ゆれていて安定しない」（［ ］内引用者）とある。










語幹
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　上記の分析には、以下の３つの問題が存在する。
（２-１）内間ほか（1976）の分析の問題点
① （基底形が）//t//で始まる接辞が連続した場合に正しい表層形が導けないこと
② 動詞語形同士の意味の違いを説明する際の冗長性
③ 同音異義形態素の（必要以上の）出現
　まず、内間ほか（1976）の分析では、基底形が//t//で始まる接辞（例えば、-tur（PROG）
と-tar（PST））が連続した場合に、正しい表層形を導くことができない。以下の表にそれを示す。
表４　内間ほか（1976）と本稿の分析の違い（その１）
内間ほか（1976） */tut-u-a/
本稿の分析 /tu-tu-ta/
グロス （取る-PROG-PST）
　内間ほか（1976）では、本来は接辞（の最初）に属するとみなすべき子音//t//を語根（の
最後）の子音として分析するため、//t//で始まるとみなすべき接辞が２つ以上続くと、 
*/tut-u-a/（取る-PROG-PST）のように正しい表層形を導けなくなる。それに対し、本稿
の分析では、/tu-tu-ta/（取る-PROG-PST）のように正しい表層形を導くことができる｡7
　次に、もし内間ほか（1976）の分析を選択した場合、例えば/kak-ɨ/（書く-IMP）「書け」
と/kacj-ɨ/（書く-SEQ）「書いて」の語形の違いは、語根同士の違い（「基本語基」と「音便
語基」）だけでなく、接辞同士の違い（/-ɨ/（IMP）と/-ɨ/（SEQ））としても説明される。
しかし、語根に１種類（kak-）のみを認め、「音便語基」の一部とみなされていた/cj/を接
辞の一部として解釈すれば、両者の違いは単に接辞の違い（/-ɨ/（IMP）と/-cjɨ/（SEQ））
として説明され得る｡8  以下の表にそれを示す。
表５　内間ほか（1976）と本稿の分析の違い（その２）
内間ほか（1976） /kak-ɨ/ vs. /kacj-ɨ/
本稿の分析 /kak-ɨ/ vs. /ka-cjɨ/9
グロス （書く-IMP） （書く-SEQ）
9
7　 tur-「取る」、-tur（PROG）、-tar（PST）の末尾の//r//の削除は§４.１.２と§４.２.１.１に示す形態
音韻規則による。
8　 説明の便宜のため表層形で比較したが（つまり、/-ɨ/（IMP）と/-cjɨ/（SEQ））、基底形で比較しても問
題の要点は同じである（つまり、-ɨ（IMP）と-tɨ（SEQ））。
9　 /ka-cjɨ/におけるkak-「書く」の語根末の//k//の削除は§４.１.２の形態音韻規則による。
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　最後に、内間ほか（1976）の分析では、-ɨ（IMP）と-ɨ（SEQ）、-ur１（UMRK）と-ur２（PROG）
のような同音異義形態素が（必要以上に）生じるが、本稿の分析ではその問題が生じない（即
ち、それぞれ-ɨ（IMP）と-tɨ（SEQ）、-jur（UMRK）と-tur（PROG）と分析される）。
　内間ほか（1976）の上記の問題点は、（基底形から表層形を導く）形態音韻規則の数を
極端に抑えようとしたこと、および湯湾方言の豊富な異形態の処理を主に語根（「語基」）
に負わせようとしたことの２点から生じたと考えられる。本稿では、必要な数の形態音韻
規則を認めると共に、接辞が多様な異形態を持つことも認めることで、上記の①から③の
問題点を克服した。以下、具体的には、動詞語幹の分類を§３に、動詞接辞の分類を§４
に示す。
３．動詞語幹の分類
　まず本節では動詞語幹の分類を行う。動詞語幹の分類は、音韻論的基準による分類（§３.
１）と非音韻論的基準による分類（§３.２）がある。
３.１.　音韻論的基準による動詞語幹の分類
　湯湾方言の動詞語幹は、音韻論的基準によって規則的動詞語幹と不規則的動詞語幹に分
けられる。以下、§３.１.１で規則的動詞語幹を、§３.１.２で不規則的動詞語幹を示す。
３.１.１.　規則的動詞語幹
　湯湾方言には動詞の基底形から表層形を導くためのいくつかの形態音韻規則がある。本
稿では、それらの形態音韻規則が適用されることで正しい表層形が導かれる動詞語幹を「規
則的動詞語幹」と呼ぶ。それらは、その末尾音素（と音節構造）により、さらに以下の17
種類に分けられる。
表６　規則的動詞語幹
No. 語幹末の音素 具体例
１. Vnon-back r hingir-「逃げる」、abɨr-「呼ぶ」、kəər-「換える」
２. Vback r, Vback w tur-「取る」、umuw-「思う」、nuuw-「縫う」、kʔuur-/kʔuuw-「閉める」、
nugoor-「しない」、koor-/koow-/kawur-「買う」、wa(k)ar-「分かる」
３. pp app-「遊ぶ」
４. b narab-「並ぶ」、asɨb-「遊ぶ」
５. Vm jum-「読む」、kam-「食べる」、num-「飲む」
６. nm tanm-「頼む」、cɨnm-「包む」
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No. 語幹末の音素 具体例
７. Vnon-i k kak-「書く」、maruk-「束ねる」
８. Vnon-i kk sukk-「引っぱる」、mukk-「持って来る」
９. Vs us-「押す」、kʔjoos-「壊す」
10. ss kuss-「殺す」
11. t ut-「打つ」、mat-「待つ」、kat-「勝つ」
12. $C（G） jʔ-「言う」、mj-「見る」
13. ij kij-「切る」、kij-「着る」、kʔubij-「結ぶ」、hasij-「走る」
14. Vnon-i g tug-「砥ぐ」、hag-「剥ぐ」
15. ik kik-「聞く」、sik-「敷く」
16. i（n）g uig-「泳ぐ」、ming-「つかむ」
17. in sin-「死ぬ」、ikin-「生きる」
　「Vnon-back r」は語幹末の音素が//r//かつ語幹次末の音素が非後舌母音、「Vback r」は語
幹末の音素が//r//かつ語幹次末の音素が後舌母音、「Vnon-i k」は語幹末の音素が//k//か
つ語幹次末の音素が//i//以外の母音であることを示し、「$」は語頭を示す。上記の17種類
の動詞語幹は語幹末の音素配列が異なる故に、適用される形態音韻規則がそれぞれに異な
る。その詳細は§４.１で示す。
３.１.２.　不規則的動詞語幹
　本稿では、（§４.１で示す）形態音韻規則が適用された場合に正しい表層形が導かれな
い動詞語幹を「不規則的動詞語幹」と呼ぶ。正しく適用「されない」形態音韻規則（以下
の表では「IR」で示す）の違い、および表層形の違いによって、それらの不規則的動詞語
幹はさらに以下の８つに分類できる。
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表７　不規則的動詞語幹
形態音韻規則のタイプ
不規則的動詞語幹と所属する全ての語彙 A. B. C. D. E.
a. k-「来る」、tɨkk-「取って来る」 IR IR IR
b. hijaw-「拾う」など//aw//で終わるもの IR IR IR IR
c. sɨr-「する」、moosɨr-「亡くなる」 IR IR IR
d. hənk-「入る」 IR IR
e. ik-「行く」 IR
f. umoor-（居る/行く/来る/言う.HON）などの尊敬動詞語幹10 IR
g. sij-「知る」 IR
h. jurukub-「喜ぶ」 IR
　10
　具体的な表層形の違いは、末尾の付録を参照されたい。
３.２.　非音韻論的基準による動詞語幹の分類
　湯湾方言の一部の動詞語幹は、形態統語的に特殊な振る舞いをする。以下の節では、そ
のような動詞語幹を簡単に記述する。§３.２.１で尊敬動詞語幹を、§３.２.２で存在動詞
語幹、コピュラ動詞語幹、状態動詞語幹を、最後に§３.２.３で複合動詞語幹を記述する。
３.２.１.　尊敬動詞語幹
　湯湾方言には主語に対する話し手の敬意を示す動詞語幹がある。そのような語幹を本稿
では「尊敬動詞語幹」と呼ぶ。尊敬動詞語幹には、語彙動詞（いわゆる「本動詞」）とし
て用いられるものと、補助動詞として用いられるものがある｡11  以下に、それぞれの具体
例を示す｡12（３-１）は話者から「彼」（＝調査者である新永）への敬意を、（３-２）は話
者から「あなた」（＝US）への敬意を示している。
10　但し、moosɨr-「亡くなる」はここには含まれない（sɨr-「する」と同じ種類に属する）。
11　 湯湾方言の動詞句は、語彙動詞のみ（例：tur-ɨ（取る-IMP）「取れ」、umoor-ɨ（居る.HON-IMP）「いらっ
しゃれ」）か、語彙動詞＋補助動詞（例：tur-tɨ moor-ɨ /tu-tɨ moor-ɨ/（取る-SEQ HON-IMP）「取りな
され」）によって構成される。補助動詞が後に続く場合、語彙動詞は必ず-tɨ（SEQ）を取る。
12　 本稿の例文は、特に断りの無い限り自然談話から得られたものである。談話における湯湾方言話者は、
1917年生まれの女性（US）、又は1923年生まれの女性（TM）のいずれかである。
Hosei University Repository
− 58 −
（３-１）尊敬動詞語幹（語彙動詞）のumoor-（居る.HON）の例
jonesige-taa=ga wu-ta-n jaa=nan umoo-ju-n=wake?
米茂-PL=NOM 居る-PST-PTCP 家=LOC１ 居る.HON-UMRK-PTCP=CFP
「（彼は）米茂たちが居た家にいらっしゃるわけ？」
（３-２）尊敬動詞語幹（補助動詞）のmoor-（HON）の例
gazjumaru si-cjɨ moo-ju-i=jo=jaa.
ガジュマル 知る-SEQ HON-UMRK-NPST=CFM１=SOL
「（あなたはあの有名な）ガジュマルをご存知ですよね。」
　以下の２つの表に、湯湾方言の全ての尊敬動詞語幹を語彙動詞と補助動詞に分けて示す。
表８　尊敬動詞語幹（語彙動詞）
尊敬動詞語幹 （敬意以外は）同じ意味を表す動詞語幹
umoor- （居る/行く/来る/言う.HON） wur-「居る」、ik-「行く」、k-「来る」、jʔ-「言う」
imoor-（居る/行く/来る.HON） wur-「居る」、ik-「行く」、k-「来る」、
misjoor-（食べる.HON） kam-「食べる」
moosɨr-（死ぬ.HON） sin-「死ぬ」
表９　尊敬動詞語幹（補助動詞）
尊敬動詞語幹 （敬意以外は）同じ意味を表す動詞語幹
moor-（HON） N/A
taboor-（BEN.HON） kurɨr-（BEN）
umoor-（来る.HON） k-「来る」
３.２.２．存在動詞語幹、コピュラ動詞語幹、状態動詞語幹
　湯湾方言には、人や物の存在を示す「存在動詞」、名詞述語文の述部に現れる「コピュ
ラ動詞」、形容詞述語文の述部に現れる「状態動詞」がある。これらの動詞の語幹は、肯
定文か否定文かによって、さらに存在動詞の場合は主要項が有生物か無生物かによって、
異なる形式を用いる。
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表10　存在動詞語幹、コピュラ動詞語幹、状態動詞語幹
極性 肯定 否定
主要項 有生 無生 有生 無生
存在動詞語幹 wur- ar- wur- nə-
コピュラ動詞語幹 jar- ar-
状態動詞語幹 ar- nə-
　具体的な例文を以下の表に示す（調査データを元にした筆者の作例）。表中の「１」と「２」
は肯定文、「３」と「４」は否定文を示す。また、「１」と「３」は主要項が有生物の場合を、
「２」と「４」は主要項が無生物の場合を示す。以下、該当する語根に傍線を引く。
表11　存在動詞、コピュラ動詞、状態動詞の具体例
存在動詞 コピュラ動詞 状態動詞
１.  maga=nu wu-i 
孫=NOM 居る-NPST 
「孫が居る。」
１.  arə=ə maga jar-oo.  
あれ=TOP 孫 
COP-SUPP  
「あれは孫だろう。」
１.  maga=ja inja-sa ar-oo.  
孫=TOP 小さい-ADJ  
STV-SUPP  
「孫は小さいだろう。」
２.  jaa=nu a-i 
家=NOM 在る-NPST 
「家が在る。」
２.  arə=ə jaa jar-oo. 
あれ=TOP 家 
COP-SUPP 
「あれは家だろう。」
２.  jaa=ja inja-sa ar-oo. 
家=TOP 小さい-ADJ  
STV-SUPP 
「家は小さいだろう。」
３.  maga=ja wur-an 
孫=TOP 居る-NEG 
「孫は居ない」
３.  arə=ə maga=ja ar-an. 
あれ=TOP 孫=TOP  
COP-NEG 
「あれは孫じゃない。」
３.  maga=ja inja-soo nə-n. 
孫=TOP 小さい-ADJ  
STV-NEG 
「孫は小さくない。」
４.  jaa=ja nə-n 
家=TOP 在る-NEG 
「家はない」
４.  arə=ə jaa=ja ar-an. 
あれ=TOP 家=TOP  
COP-NEG 
「あれは家じゃない。」
４.  jaa=ja inja-soo nə-n. 
家=TOP 小さい-ADJ  
STV-NEG 
「家は小さくない。」
　これらの動詞語幹には共通する特徴が２つある。１つ目は、本来は動詞語根に直に後接
することが出来ないはずの「グループⅡの屈折接辞」（§４.２を参照）が、これらの語根に
は直に後接することができる（例：存在動詞のwur-「居る」に直に後接する-i（NPST））。
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　２つ目は、本来は存在動詞に３種、コピュラ動詞に２種、状態動詞に２種の形式が存在
するのだが（表10を参照）、これらの動詞に補助動詞を後続させた場合、そのバリエーショ
ンが一つずつ減る（具体的には、存在動詞のwur-の場合を除いて、必ずar-の形式を選ぶ）
ことである。すなわち、以下のように、本来はar-以外を選ぶはずの環境においても、必ず
ar-を選択する（以下はネイティブチェック済みの作例）。
（３-３）補助動詞を後続させる時（［ ］内は環境を示す）
a. 存在動詞
 kanɨ=ja a-tɨ moor-an.（金=TOP 在る-SEQ HON-NEG）
 「（あの方は）金は在りなさらない。」［否定文、主要項が無生物］
b. コピュラ動詞
 sinsjei a-tɨ moo-ju-n=nja?（先生 COP-SEQ HON-UMRK-NPST=PLQ）
 「（あの方は）先生でありなさるか？」［肯定文］
c. 状態動詞
 dujaso=o a-tɨ moor-an=jaa.（金持ち=TOP STV-SEQ HON-NEG=SOL）
 「（あの方は）裕福ではありなさらないね。」［否定文］
３.２.３．複合動詞語幹
　動詞語幹は２つ以上の語幹から作ることもできる（但し、３つ以上の語幹から成る動詞
語幹は極めて稀であるため、以下では２つの語幹から成る複合動詞を論じる）。複合語幹
の前部要素は必ず不定詞（いわゆる「連用形」、詳しくは§４.２.１.４を参照）を取る。湯
湾方言の複合動詞語幹には以下の３種類がある。
（３-４）複合動詞語幹の種類
・複合語幹の前部要素が文法的意味を担うもの
・複合語幹の後部要素が文法的意味を担うもの
・限りなく単純語幹（＝非複合語幹）に近いもの
　１つ目は、複合語幹の前部要素が文法的意味を担うものである。これに該当するものは、
現段階では強調を表すut-（EMP）のみである（例：ut-i（EMP-INF）+ toos-「倒す」> /
ucitoos-/「打ち倒す」、ut-i（EMP-INF）+ kʔuraw-（食べる.DRG）> /ucikʔuraw-/「食べ
やがる」）。
　２つ目は、複合語幹の後部要素が文法的意味を担うものである。これに該当するものは、
可能を表すkij-（CAP）、徹底性を示すagɨr-（EXHS）、hatɨr-（EXHS）、侮蔑を表すkʔuraw-
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（DRG）、対象の内部への進入を示すkum-（INTO）、開始を示すjukkjaar-（INGR）がある。
中でも、一番生産性が高いのはkij-（CAP）である（例：sɨr-i（する-INF）+ kij-（CAP）
> /siikij-/「できる」、jʔ-i（言う-INF）+ kij-（CAP）> /jʔiikij-/「言える」）。
　３つ目は、複合語幹の前部要素を埋める形態素と後部要素を埋める形態素の組み合わせ
がほぼ常に同じで、限りなく単純語幹に近い性質を持つものである。現時点で見つかって
いる該当例は、us-i（押す-INF）+ jaas-「やる」> /usijaas-/「押しやる」、nagɨr-Ø（投げ
る-INF）+ cɨkɨr-「付ける」> /nagɨcɨkɨr-/「投げ付ける」、izir-Ø（出る-INF）+ bar-（?）
> /izibar-/「出る」の３つである。
４.　動詞接辞の分類
　次に、湯湾方言の動詞接辞の分類を行う。動詞接辞の分類も、音韻論的基準による分類
（§４.１）と非音韻論的基準による分類（§４.２）がある。
４.１.　音韻論的基準による動詞接辞の分類
　湯湾方言の動詞接辞は、基底形から表層形を正しく導くためには、音韻論的基準によっ
て分類することが必要である。動詞接辞は、適用される形態音韻規則の違いによって、５
つのタイプ（AからE）に分類することができる（表12を参照）。以下に続く節では、タイ
プAからタイプEまでの動詞接辞に適用される形態音韻規則を示す。
表12　形態音韻規則によって分類された５タイプの動詞接辞13
タイプ 接辞の音韻的特徴 所属する接辞
A. 母音で始まる -an（NEG）, -arɨr（PASS）, -as（CAUS）, -azɨi（NEG.PLQ）, 
-ɨ（IMP）, -ɨba（SUGS）, -oo（INT）, -oo（SUPP）
B. //t//で始まる -tar（PST）, -tuk（PRPR）, -tur（PROG）, -təər（RSL）,  
-tɨ（SEQ）, -tai（LST）, -təəra（POST）
C. //j//または鼻音で始まる -jawur（POL）, -jaa（NLZ）, -jur（UMRK）,  
-jagacinaa（SIM）, -mɨ（PLQ）, -n（PTCP）
D. 阻害音で始まる -ba（CSL）, -boo（CND）, -gadɨ（LMT）, -sa（POL）,  
-sɨga（POL）, -too（CSL）, -tu（CSL）, -na（PROH）
E. N/A -i/-Ø（INF）
13　 本稿では、説明の便宜上、動詞の拘束語幹に直接後続できる接語（“Affix-like clitics”； Niinaga 2014： 
66）（例えば、断定を示す=doo（ASS））の記述は省略する。
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４.１.１．タイプAの動詞接辞に適用される形態音韻規則
　母音で始まる全ての動詞接辞はタイプAに分類される（但し、タイプEに所属する不定
詞接辞-i（INF）は除く）。タイプAの動詞接辞には以下の形態音韻規則が適用される。
（４-１）タイプAの動詞接辞に適用される形態音韻規則（計１つ）
１. 挿入： 語幹末の音節が//i//を含む時、接辞の最初に/j/が挿入される。 
（但し、語幹末子音が//j//または//r//の時は適用されない。）
　以下の表に規則の適用例を示す。表内のハイフン（-）は当該規則が適用されないことを
示す。なお、例示の都合上、基底形も（表層形と同様に）斜体にはしていない。傍線を引
いた形式が出力される表層形である。
表13　動詞語幹＋-an（NEG）（注：傍線を引いた形式が出力される表層形）
No. 語幹末音素 挿入 グロス No. 語幹末音素 挿入 グロス
１. Vnon-back r abɨr-an > - （呼ぶ-NEG） 10. ss kuss-an > - （殺す-NEG）
２. Vback r tur-an > - （取る-NEG） 11. t ut-an > - （打つ-NEG）
３. pp app-an > - （遊ぶ-NEG） 12. $C（G） mj-an > - （見る-NEG）
４. b narab-an > - （並ぶ-NEG） 13. ij kij-an > - （切る-NEG）
５. Vm jum-an > - （読む-NEG） 14. Vnon-i g tug-an > - （砥ぐ-NEG）
６. nm tanm-an > - （頼む-NEG） 15. ik kik-an > kik-jan （聞く-NEG）
７. Vnon-i k kak-an > - （書く-NEG） 16. i（n）g uig-an > uig-jan （泳ぐ-NEG）
８. Vnon-i kk sukk-an > - （引っ張る-NEG） 17. in sin-an > sin-jan （死ぬ-NEG）
９. Vs us-an > - （押す-NEG）
　上記に示した通り、語幹末の音節に//i//を含む動詞語幹（No. 15から17）においてのみ、
接辞の最初に/j/が挿入される。
４.１.２．タイプBの動詞接辞に適用される形態音韻規則
　//t//で始まる全ての動詞接辞はタイプBに分類される（但し、タイプDに所属する接辞
-too（CSL）と-tu（CSL）は除く）。タイプBの動詞接辞に適用される形態音韻規則を示す。
規則は１から５まで順番に適用される。
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（４-２）タイプBの動詞接辞に適用される形態音韻規則（計５つ）
１. 挿入 ：子音だけの語幹（No. 12）は、語幹末に/i/が挿入される。
２. 口蓋化 ： 以下（A又はB）のいずれかの時、接辞の最初の//t//が//cj//になる。
  A.  語幹末の音節の母音が//i//である（但し、語幹末の子音が//r//の時は
適用されない）。
  B. 語幹末の子音が//t, s, k, g//のいずれかである。
３. 有声化 ：語幹末の子音が//b, g, m, n//のいずれかの時、接辞の最初が有声化する。
４. 削除 ：語幹末に子音があり、それが//t//以外の時、語幹末の子音が削除される。
５. 同化 ： 語幹末に子音があり、それが鼻音以外の時、その子音は接辞の最初の子音に
同化する。
表14　動詞語幹＋-tɨ（SEQ）（注：傍線を引いた形式が出力される表層形）
No. 語幹末音素 挿入 口蓋化 有声化 削除 同化 グロス
１. Vnon-back r abɨr-tɨ > - > - > - > abɨ-tɨ > - （呼ぶ-SEQ）
２. Vback r tur-tɨ > - > - > - > tu-tɨ > - （取る-SEQ）
３. pp app-tɨ > - > - > - > ap-tɨ > at-tɨ （遊ぶ-SEQ）
４. b narab-tɨ > - > - > narab-dɨ > nara-dɨ > - （並ぶ-SEQ）
５. Vm jum-tɨ > - > - > jum-dɨ > ju-dɨ > - （読む-SEQ）
６. nm tanm-tɨ > - > - > tanm-dɨ > tan-dɨ > - （頼む-SEQ）
７. Vnon-i k kak-tɨ > - > kak-cjɨ > - > ka-cjɨ > - （書く-SEQ）
８. Vnon-i kk sukk-tɨ > - > sukk-cjɨ > - > suk-cjɨ > suc-cjɨ （引っ張る-SEQ）
９. Vs us-tɨ > - > us-cjɨ > - > u-cjɨ > - （押す-SEQ）
10. ss kuss-tɨ > - > kuss-cjɨ > - > kus-cjɨ > kuc-cjɨ （殺す-SEQ）
11. t ut-tɨ > - > ut-cjɨ > - > - > uc-cjɨ （打つ-SEQ）
12. $C（G） mj-tɨ > mji-tɨ > mji-cjɨ > - > - > - （見る-SEQ）
13. ij kij-tɨ > - > kij-cjɨ > - > ki-cjɨ > - （切る-SEQ）
14. Vnon-i g tug-tɨ > - > tug-cjɨ > tug-zjɨ > tu-zjɨ > - （砥ぐ-SEQ）
15. ik kik-tɨ > - > kik-cjɨ > - > ki-cjɨ > - （聞く-SEQ）
16. i（n）g uig-tɨ > - > uig-cjɨ > uig-zjɨ > ui-zjɨ > - （泳ぐ-SEQ）
17. in sin-tɨ > - > sin-cjɨ > sin-zjɨ > si-zjɨ > - （死ぬ-SEQ）
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４.１.３．タイプCの動詞接辞に適用される形態音韻規則
　//j//または鼻音で始まる全ての動詞接辞はタイプCに分類される（但し、タイプDに所属
する接辞-na（PROH）は除く）。タイプCの動詞接辞には以下の形態音韻規則が適用される。
（４-３）タイプCの動詞接辞に適用される形態音韻規則（計１つ）
１. 削除： No. １, ２, 12, 13（語幹末の子音が鼻音以外の共鳴子音）の時、その共鳴子音は
削除される。
表15　動詞語幹＋-jur（UMRK）（注：傍線を引いた形式が出力される表層形）
No. 語幹末音素 削除 No. 語幹末音素 削除
１. Vnon-back r abɨr-jur > abɨ-jur （呼ぶ-UMRK） 10. ss kuss-jur > - （殺す-UMRK）
２. Vback r tur-jur > tu-jur （取る-UMRK） 11. t ut-jur14 > - （打つ-UMRK）
３. pp app-jur > - （遊ぶ-UMRK） 12. $C（G） mj-jur > m-jur （見る-UMRK）
４. b narab-jur > - （並ぶ-UMRK） 13. ij kij-jur > ki-jur （切る-UMRK）
５. Vm jum-jur > - （読む-UMRK） 14. Vnon-i g tug-jur > - （砥ぐ-UMRK）
６. nm tanm-jur > - （頼む-UMRK） 15. ik kik-jur > - （聞く-UMRK）
７. Vnon-i k kak-jur > - （書く-UMRK） 16. i（n）g uig-jur > - （泳ぐ-UMRK）
８. Vnon-i kk sukk-jur > - （引っ張る-UMRK） 17. in sin-jur > - （死ぬ-UMRK）
９. Vs us-jur > - （押す-UMRK）
　14
４.１.４．タイプDの動詞接辞に適用される形態音韻規則
　阻害音で始まる全ての動詞接辞はタイプDに分類される（但し、タイプBの接辞を除く）。
なお、-na（PROH）だけは、鼻音で始まるが、タイプDに属する。タイプDの動詞接辞に
は以下の形態音韻規則が適用される。規則は１から４まで順番に適用される（同じ数字の
場合、「a」と「b」は、条件の適合する語幹において、どちらか一方のみが適用される）。
（４-４）タイプDの動詞接辞に適用される形態音韻規則（計６つ）
１. 破擦音化 ： No. 11（語幹末の子音が//t//）の時、語幹末の子音が//c//になる。
２. 挿入 ： 音節構造から許容されない子音連続が生じた場合、接辞の最初に//u//
が挿入される。
３a. 同化 ： 語幹末の子音が鼻音以外の共鳴子音の時、その子音は接辞の最初の子音
14　 一般音韻規則（１-２ B）により、ut-jur （打つ-UMRK）は、/ucjur/として実現する。
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に同化する。
３b. 挿入 ： 語幹末の子音が共鳴子音以外の時、接辞の最初に//u//が挿入される。
４a. 長母音化 ： 最初に子音のみであった語幹は、挿入母音が長母音になる。
４b. 中舌化 ： 語幹末の子音が//c, s//の時、後続する//u//は/ɨ/になる。
　上記の挿入規則（母音//u//の挿入） を「２」 と「３b」 にそれぞれ分けた理由は、
tanm-na（頼 む-PROH） とmj-na（見 る-PROH） の 正 し い 表 層 形（/tanm-una/、/mj-
uuna/）を導くためである（「２」が無いと、「３」により、それぞれ*/tanm-na/、*/mn-
na/になってしまう）。また、「３a」の「鼻音以外」という制約は、例えば-ba（CSL）が
jum-「読む」に後接した場合に/jum-ba/となり、*/jub-ba/または*/jup-pa/とならないこと
を示す。
表16　動詞語幹＋-na（PROH）（注：傍線を引いた形式が出力される表層形）
No. 語幹末音素 破擦音化 挿入 同化 挿入
長母
音化 中舌化 グロス
１. Vnon-back r abɨr-na > - > - > abɨn-na > - > - > - （呼ぶ-PROH）
２. Vback r tur-na > - > - > tun-na > - > - > - （取る-PROH）
３. pp app-na > - > app-una > - > - > - > - （遊ぶ-PROH）
４. b narab-na > - > - > - > narab-una > - > - （並ぶ-PROH）
５. Vm jum-na > - > - > - > - > - > - （読む-PROH）
６. nm tanm-na > - > tanm-una > - > - > - > - （頼む-PROH）
７. Vnon-i k kak-na > - > - > - > kak-una > - > - （書く-PROH）
８. Vnon-i kk sukk-na > - > sukk-una > - > - > - > - （引っ張る-PROH）
９. Vs us-na > - > - > - > us-una > - > us-ɨna （押す-PROH）
10. ss kuss-na > - > kuss-una > - > - > - > kuss-ɨna （殺す-PROH）
11. t ut-na > uc-na > - > - > uc-una > - > uc-ɨna （打つ-PROH）
12. $C（G） mj-na > - > mj-una > - > - > mj-uuna > - （見る-PROH）
13. ij kij-na > - > - > kin-na > - > - > - （切る-PROH）
14. Vnon-i g tug-na > - > - > - > tug-una > - > - （砥ぐ-PROH）
15. ik kik-na > - > - > - > kik-una > - > - （聞く-PROH）
16. i（n）g uig-na > - > - > - > uig-una > - > - （泳ぐ-PROH）
17. in sin-na > - > - > - > - > - > - （死ぬ-PROH）
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４.１.５．タイプEの動詞接辞に適用される形態音韻規則
　タイプEに所属するのは不定詞接辞のみである。不定詞接辞には２つの基底形-iと-Ø（後
者はゼロ形式）がある。両形式の選択および実現する表層形は以下の形態音韻規則による。
規則は１から３まで順番に適用される。
（４-５）タイプEの動詞接辞に適用される形態音韻規則（計３つ）
１. 選択 ： 以下のいずれかの時、-Ø（INF）を取り、それ以外の時は-i（INF）を取る。 
①No. １（語幹末の音素が//r//かつ語幹次末の音素が非後舌母音）の時。 
②No. ５ or 17（語幹末の音素が鼻音かつ語幹次末の音素が母音）の時。 
（但し、音節構造から許容されない子音連続が生じる場合には適用されない。）
２. 削除 ：-Ø（INF）の直前の//r//、-i（INF）の直前の//j//は削除される。
３. 長母音化：不定詞全体が１モーラの長さしかない場合、母音が長母音になる。
　上記の「２」の-i（INF）の直前の//j//の削除規則は、接語の融合規則を考慮した場合
に必要となる。具体的には、主題標識の=ja（TOP）は、短母音の//i//に後接すると、そ
れに融合して/əə/となるのだが（例：bikki=ja（カエル=TOP）> /bikkəə/）、長母音に後
接する場合にはこの融合は起こらない（例：kii=ja（黄色=TOP）> /kiija/）。一方、kij-「切
る」の不定詞にja（TOP）が後接した形式であるkij-i=ja（切る-INF=TOP）は必ず/kiija/
となり、*/kijəə/とはならないため、=ja（TOP）の直前の音節はCVではなく、CVVとみ
なすべきである。以上より、kij-i（切る-iNF）が//kiji//（語幹末がCV）を経てから//
kii//（語幹末がCVV）の形を取るとみなすために、//j//の削除規則を設けた。
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表17　 動詞語幹＋-i/Ø（INF）（注：傍線を引いた形式が出力される表層形）
No. 語幹末音素 選択 削除 長母音化 グロス
１. Vnon-back r abɨr-Ø > abɨ-Ø > - （呼ぶ-INF）
２. Vback r tur-i 15 > - > - （取る-INF）
３. pp app-i > - > - （遊ぶ-INF）
４. b narab-i > - > - （並ぶ-INF）
５. Vm jum-Ø > - > - （読む-INF）
６. nm tanm-i > - > - （頼む-INF）
７. Vnon-i k kak-i > - > - （書く-INF）
８. Vnon-i kk sukk-i > - > - （引っ張る-INF）
９. Vs us-i > - > - （押す-INF）
10. ss kuss-i > - > - （殺す-INF）
11. t ut-i 16 > - > - （打つ-INF）
12. $C（G） mj-i > m-i > m-ii （見る-INF）
13. ij kij-i > ki-i > - （切る-INF）
14. Vnon-i g tug-i > - > - （砥ぐ-INF）
15. ik kik-i > - > - （聞く-INF）
16. i（n）g uig-i > - > - （泳ぐ-INF）
17. in sin-Ø > - > - （死ぬ-INF）
　15　16
４.２．非音韻論的基準による動詞接辞の分類
　湯湾方言の動詞接辞は、非音韻論的基準によって分類することも有意義である。
　まず最初に、動詞の構造を理解するために、語を閉じることができる接辞とできない接
辞を分ける必要がある。本稿では、前者を「屈折接辞」、後者を「派生接辞」として分類
する（cf. Haspelmath　2010：90）。以下に、§１.２で示した湯湾方言の動詞の構造を再掲
する。
15　 一般音韻規則（１-２ A）により、tur-i（取る-INF）は、/tui/として実現する。
16　 一般音韻規則（１-２ B）により、ut-i（打つ-INF）は、/uci/として実現する。
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（４-６）湯湾方言の動詞の構造［（１-３）の再掲］
語根 -as -arɨr -tuk -arɨr -tur -jawur -an -təər -tar -屈折接辞
CAUS PASS PRPR CAP PROG POL NEG RSL PST
-jur
UMRK
　次に、屈折接辞は、動詞語根に直に後接できるか否かという形態論的基準によって、さ
らに以下の２つに分類することができる。
（４-７）屈折接辞の分類（形態論的基準）
a. グループⅠ：動詞語根に直に後接できる
 ・定動詞 ： -oo（INT）, -ɨ（IMP）, -na（PROH）, -ɨba（SUGS）,  
-azɨi（NEG.PLQ）, -tar（PST）
 ・分詞 ：-an（NEG）
 ・副動詞 ： -ba（CSL）, -boo（CND）, -tɨ（SEQ）, -təəra ‘after’, -tai（LST）,  
-gadɨ（LMT）, -jagacinaa（SIM）
 ・不定詞 ：-i/-Ø（INF）
b. グループⅡ：動詞語根に直に後接できない
 ・定動詞 ： -i（NPST）, -oo（SUPP）, -mɨ（PLQ）, -sa（POL）, -sɨga（POL）,  
-u（PFC）
 ・分詞 ：-n（PTCP）
 ・副動詞 ：-tu（CSL）, -too（CSL）, -nən（SEQ）
　グループⅠの屈折接辞は動詞語根に直に後接できる（例：kak-oo（書く-INT））。一方、
グループⅡの屈折接辞は動詞語根に直に後接できない（例：*kak-u（書く-PFC））。言い換
えれば、グループⅡの屈折接辞は、語根に後接するだけでは語を閉じることができない（但
し、§３.２.２に挙げた語幹は例外）。グループⅡの屈折接辞が語を閉じるためには、以下
に示した接辞が１つ以上前接する必要がある（例：kak-jur-u（書く-UMRK-PFC））。
（４-８）グループⅡの屈折接辞が必要とする接辞
-arɨr（PASS）, -arɨr（CAP）, -tur（PROG）, -jawur（POL）, -jur（UMRK）, -an（NEG）,  
-təər（RSL）, -tar（PST）
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　上記の接辞は、（４-６）に挙げた接辞の中から-as（CAUS）と-tuk（PRPR）を除いたも
のである。
　ここで、特に指摘すべきことがある。（４-６）では否定を表す-an（NEG）と過去を表
す-tar（PST）の２つはどちらも動詞の構造の内側に示されているが、実はこの２つの接
辞は（後ろに屈折接辞が来なくても）これら自身で語を閉じることができる（例：kak-an（書
く-NEG）「書かない」、kak-tar /ka-cja/（書く-PST）「書いた」）。言い換えれば、湯湾方言
の動詞接辞は全て、語幹を拡張する機能か（派生接辞）、語を閉じる機能か（屈折接辞）
のどちらか一方のみを持つのだが、-an（NEG）と-tar（PST）の２つだけは、その両方の
機能を持つのである。本稿では、Haspelmath（2010： 90）に「屈折」の特徴として挙げら
れた内の２点、すなわち、「語末に立つ」という点と、「統語的な関わりを持つ」という点（語
末に-an（NEG）と-tar（PST）が来た場合、それらは節の種類を標示する。詳細は§４.２.１
を参照）を考慮に入れて、-an（NEG）と-tar（PST）を「屈折接辞」に分類する。同様の
議論は、不定詞接辞-i/-Ø（INF）にも該当する。§３.２.３で述べたとおり、複合語幹の前
部要素は必ず不定詞接辞を取るため、語幹拡張の機能もあり、また§４.２.１で述べるよう
に不定詞接辞で語を閉じた形式は名詞節の述部を埋めることができる。従って、本稿では
不定詞接辞も同様に「屈折接辞」として分類する。
　以下、§４.２.１で屈折接辞を、§４.２.２で派生接辞の具体例を示す。
４.２.１.　屈折接辞
　湯湾方言の動詞の屈折接辞（語を閉じることのできる接辞）は、その接辞を取った動詞
がどのような節（主節、連体節、副詞節、名詞節）の述部を埋めるかを示すことができる。
この統語的観点から屈折接辞を見ると、以下のように４つに分類することができる。
（４-９）屈折接辞の分類（統語論的基準）
　A. 動詞が主節の述部のみを埋める ：定動詞接辞
　B. 動詞が連体節の述部を埋められる ：分詞接辞
　C. 動詞が副詞節の述部を埋められる ：副動詞接辞
　D. 動詞が名詞節の述部を埋められる ：不定詞接辞
　「A」の定動詞接辞の基準を「主節の述部のみを埋める」とした理由は、湯湾方言にお
いては、（特定の環境において）分詞、副動詞、不定詞も主節の述部を埋めることができ
るためである。なお、上記の分類は動詞が=ban（ADVRS）などの接続助詞を後接した場
合を考慮に入れない。
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　以下、§４.２.１.１から§４.２.１.４において、AからDの屈折接辞の具体例を示す。なお、
本稿の目的は湯湾方言の動詞形態論を形式的側面から整理することである。従って、それ
ぞれの接辞の意味は、必要最小限の語例とその日本語標準語訳を示すのみとする。なお、
語例を示す際にグループⅡの屈折接辞に前接する接辞は-jur（UMRK）に統一する。
４.２.１.１．定動詞接辞
　定動詞とは主節の述部のみを埋める動詞である。定動詞を作る接辞を定動詞接辞と呼ぶ。
定動詞接辞は、意味の観点から、以下の６つに分けることができる。
（４-10）定動詞接辞
　a. 絶対時制  b. 法（ムード）
　 -i（NPST）, -tar（PST）   -oo（INT）, -oo（SUPP）
　c. 丁寧さ  d. 発話行為（質問）
　 -sa（POL）, -sɨga（POL）   -mɨ（PLQ）, -azɨi（NEG.PLQ）
　e. 発話行為（命令）  f. 情報構造
　 -ɨ（IMP）, -na（PROH）, -ɨba（SUGS）   -u（PFC）
　以下に、tur-「取る」が定動詞接辞を取った具体例を列挙する。/tu-ju-i/（取る-UMRK-
NPST）「取る」、/tu-ta/（取る-PST）「取った」（-tar（PST）の//r//は語末では削除される）、
/tur-oo/（取る-INT）「取ろう」、/tu-jur-oo/（取る-UMRK-SUPP）「取るだろう」、/tu-jus-
sa/（取る-UMRK-POL）「取ります」、/tu-jus-sɨga/（取る-UMRK-POL）「取ります」、/tu-
ju-mɨ/（取る-UMRK-PLQ）「取るか？」、/tur-azɨi/（取る-NEG.PLQ）「取らないか？」、/
tur-ɨ/（取る-IMP）「取れ」、/tun-na/（取る-PROH）「取るな」、/tur-ɨba/（取る-SUGS）「取
れば（いいじゃないか）」、/tu-jur-u/（取る-UMRK-PFC）「取る」。
４.２.１.２．分詞接辞
　分詞（いわゆる「連体形」）とは連体節の述部を埋めることができる動詞である。分詞
を作る接辞を分詞接辞と呼ぶ。分詞接辞には、-an（NEG）と-n（PTCP）の２つが存在する。
-an（NEG）は現在時制かつ否定を表す場合にのみ（分詞接辞として）用いられ、それ以
外の場合は-n（PTCP）が用いられる。
　tur-「取る」が分詞接辞を取り、その分詞がcʔju「人」を修飾した例を以下に列挙する。
/tu-ju-n cʔju/（取る-UMRK-PTCP 人）「取る人」（肯定現在）、/tu-ta-n cʔju/（取る-PST-
PTCP 人）「取った人」（肯定過去）、/tur-an cʔju/（取る-NEG 人）「取らない人」（否定現在）、
/tur-an-ta-n cʔju/（取る-NEG-PST-PTCP 人）「取らなかった人」（否定過去）。
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４.２.１.３．副動詞接辞
　副動詞とは副詞節の述部を埋めることができる動詞である。副動詞を作る接辞を副動詞
接辞と呼ぶ。副動詞接辞は、意味の観点から、以下の５つに分けることができる。
（４-11）副動詞接辞
　a. 原因  b. 条件
 -ba（CSL）, -tu（CSL）, -too（CSL）   -boo（CND）
　c. 列挙  d. 相対時制
 -tai（LST）   -gadɨ（LMT）, -jagacinaa（SIM）, 
　e. 継起   -təəra（POST）
 -tɨ（SEQ）, -nən（SEQ）
　以下に、tur-「取る」が副動詞接辞を取った具体例を列挙する（-tu（CSL）と-too（CSL）
には-tar（PST）のみが前接できる。また、-nən（SEQ）には-an（NEG）のみが前接できる）。
/tup-pa/（取る-CSL）「取るから」、/tu-tat-tu/（取る-PST-CSL）「取ったから」、/tu-tat-
too/（取る-PST-CSL）「取ったから」、/tup-poo/（取る-CND）「取るなら」、/tu-tai/（取る
-LST）「取ったり」、/tuk-kadɨ/（取る-LMT）「取るまで」、/tu-jagacinaa/（取る-SIM）「取
りながら」、/tu-təəra/（取る-POST）「取ってから」、/tu-tɨ/（取る-SEQ）「取って」、/tur-
an-nən/（取る-NEG-SEQ）「取らないで」。
４.２.１.４．不定詞接辞
　不定詞（いわゆる「連用形」）とは名詞節の述部を埋めることができる動詞である。不
定詞を作る接辞を不定詞接辞と呼ぶ。不定詞接辞には-i（INF）と-Ø（INF）の２つがある。
両者のどちらを選ぶかは、音韻論的基準による（詳しくは、§４.１.５を参照）。例えば、
tur-「取る」に不定詞接辞を後接した形式は、/tu-i/（取る-INF）となる。
４.２.２．派生接辞
　湯湾方言の動詞の派生接辞（語を閉じることのできない接辞）は、意味によって、以下
の３つに分けることができる。
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（４-12）派生接辞
　a. 結合価の変更 b. 相（アスペクト）
 -as（CAUS）, -arɨr（PASS）,   -jur（UMRK）, -tur（PROG）, 
 -arɨr（CAP）  -təər（RSL）
　c. その他 
 -tuk（PRPR）, -jawur（POL）   
　以下に、tur-「取る」が派生接辞を取った具体例を列挙する。/tur-as-ju-i/（取る-CAUS-
UMRK-NPST）「取らせる」、/tur-arɨ-i/（取る-PASS-NPST）「取られる」、/tur-arɨ-i/（取る
-CAP-NPST）「取れる」、/tu-ju-i/（取る-UMRK-NPST）「取る」、/tu-tu-i/（取る-PROG-
NPST）「取っている」、/tu-tə-i/（取る-RSL-NPST）「取ってある」、/tu-tuk-ju-i/（取る
-PRPR-UMRK-NPST）「取っておく」、/tu-jawu-i/（取る-POL-NPST）「取ります」。
５．まとめ
　本稿では、音韻論的基準および形態統語論的基準をもとに、湯湾方言の動詞の語幹と接
辞を分類した。これによって、正確な表層形を導くことと、可能な接辞の組み合わせを理
解することが可能になった。紙幅の都合上、今回は動詞形態論の形式的側面に焦点を当て
て記述した。しかし、湯湾方言の動詞形態論は、意味の面でも非常に興味深い。例えば、
過去を表す-tar（PST）は疑問文では使うことができず、その場合、必ず副動詞接辞の-tɨ
（SEQ）を用いらなければならない（例：「取ったか？」を表す場合、*/tu-ta=na/（取る
-PST=PLQ）は言えず、/tu-tɨ=na/（取る-SEQ=PLQ）となる）。このような意味の側面か
らの動詞形態論の記述は、別の論文で改めて行うこととする。
記号一覧
「-」接辞境界　「=」接語境界　「+」語幹境界　「$」語境界　「*」非文法的な形式
表記の方針
　基底形は斜体で、表層形は非斜体を一重スラッシュ/ / で囲って明示する（但し、基底
形の一部、または（形態）音韻規則の適用途中の形式は二重スラッシュ// //で囲む）。グ
ロスは丸カッコ、日本語標準語訳はカギカッコで示す（例：kak-tar /ka-cja/（書く-PST）「書
いた」）。
Hosei University Repository
− 73 −
略号一覧
ADD：追加 ADVRS：逆接 ASS：断定 CAP：可能 CAUS：使役
CND：条件 CSL：理由 DIM：指小辞 DRG：侮蔑 EXHS：徹底
IMP：命令 INF：不定詞 INGR：始動 INT：意志 INTO：進入
LMT：限界 LST：列挙 N/A：該当せず NEG：否定 NLZ：名詞化
NPST：非過去 PASS：受身 PFC： 焦点構文述語 PLQ：肯否疑問 POL：丁寧
POST：事後 PROG：進行 PROH：禁止 PRPR：準備 PST：過去
PTCP：分詞 RSL：結果 SEQ：継起 SIM：同時 SUGS：提案
SUPP：推量 UMRK：無標 Vback：後舌母音 Vnon-back： 非後舌
母音
Vnon-i： //i//以外
の母音
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付録：規則的動詞語幹と不規則的動詞語幹の活用表（代表的な接辞のみ）
接辞のタイプ A. B. C. D. E.
規則動詞 語例 -an（NEG）
-arɨr-i  
（CSL-NPST）
-tɨ（SEQ）-jur-i 
（UMRK-NPST）
-na（PROH） -i/-Ø（INF）
１. Vnon-back r abɨr-「呼ぶ」abɨr-an abɨr-arɨ-i abɨ-tɨ abɨ-ju-i abɨn-na abɨ-Ø
２. Vback r tur-「取る」 tur-an tur-arɨ-i tu-tɨ tu-ju-i tun-na tu-i
３. pp app-「遊ぶ」 app-an app-arɨ-i at-tɨ app-ju-i app-una app-i
４. b narab-「並ぶ」 narab-an narab-arɨ-i nara-dɨ narab-ju-i narab-una narab-i
５. Vm jum-「読む」 jum-an jum-arɨ-i ju-dɨ jum-ju-i jum-na jum-Ø/-i
６. nm tanm-「頼む」tanm-an tanm-arɨ-i tan-dɨ tanm-ju-i tanm-una tanm-i
７. Vnon-i k kak-「書く」 kak-an kak-arɨ-i ka-cjɨ kak-ju-i kak-una kak-i
８. Vnon-i kk
sukk- 
「引っ張る」
sukk-an sukk-arɨ-i suc-cjɨ sukk-ju-i sukk-una sukk-i
９. Vs us-「押す」 us-an us-arɨ-i u-cjɨ us-ju-i us-ɨna us-i
10. ss kuss-「殺す」kuss-an kuss-arɨ-i kuc-cjɨ kuss-ju-i kuss-ɨna kuss-i
11. t ut-「打つ」 ut-an ut-arɨ-i uc-cjɨ uc-ju-i uc-ɨna uc-i
12. $C(G） mj-「見る」mj-an mj-arɨ-i mji-cjɨ m-ju-i mj-uuna m-ii
13. ij kij-「切る」kij-an kij-arɨ-i ki-cjɨ ki-ju-i kin-na ki-i
14. Vnon-i g tug-「砥ぐ」tug-an tug-arɨ-i tu-zjɨ tug-ju-i tug-una tug-i
15. ik kik-「聞く」kik-jan kik-jarɨ-i ki-cjɨ kik-ju-i kik-una kik-i
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接辞のタイプ A. B. C. D. E.
16. i(n）g uig-「泳ぐ」uig-jan uig-jarɨ-i ui-zjɨ uig-ju-i uig-una uig-i
17. in sin-「死ぬ」sin-jan sin-jarɨ-i si-zjɨ sin-ju-i sin-na sin-Ø/-i
不規則動詞 語例 -an（NEG）
-arɨr-i  
（CAP-NPST）
-tɨ（SEQ）-jur-i 
（UMRK-NPST）
-na（PROH） -i/-Ø（INF）
a. k-「来る」 k-on k-oorɨ-i cʔjɨ k-ju-i kʔ-uuna k-ii
b. hijaw-「拾う」hijaw-an hijo-orɨ-i hija-tɨ hija-ju-i hijəə-na hijə-ə
c. sɨr-「する」sɨr-an sɨr-arɨ-i sjɨ s-ju-i sɨn-na s-ii
d. hənk-「入る」hənk-jan hənk-jarɨ-i hən-cjɨ hənk-ju-i hənk-una hənk-i
e. ik-「行く」 ik-jan ik-jarɨ-i i-zjɨ ik-ju-i ik-una ik-i
f. umoor-  （居る.HON）umoor-an umoor-arɨ-i umoo-cjɨ umoo-ju-i umoon-na umoo-i
g. sij-「知る」 sij-an ？ sic-cjɨ ？ ？ si-i
h. jurukub-「喜ぶ」 jurukub-an jurukub-arɨ-i juruku-dɨ jurukub-ju-i jurukub-una jurukub-i
（注記） 上記の語例は、§４.１で挙げたものに不規則動詞語幹の例を加えたものである。
但し、タイプAの接辞は、不規則動詞語幹「b」（語幹末が//aw//）に後接する際
に語幹と融合するもの（具体的には、-arɨr（PASS）、-arɨr（CAP）、-as（CAUS）
の３つ）が存在するので、-arɨr（CAP）の例を増やした。
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